
１．　事業名称

２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

　
４．　運営委員会の開催について
【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1
平成26年4月
8日（火）
16:00～18:00

2時間
札幌国際
プラザ
小会議室

2
平成26年11
月5日（水）
14:00～16:00

2時間
札幌国際
プラザ
小会議室

3

平成27年2月
25日（水）
16：00～18：
00

2時間
札幌国際
プラザ
小会議室

委託事業実施内容報告書
平成２６年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

出席者 議題 検討内容

　多文化共生コミュニティ形成のための日本語教育事業

 札幌市の外国人住民は市内に点在して居住しており、日本語が理解できない場合は地域で孤立することもあ
る。子育てや災害時など、住民同士が言葉の壁を越えて助けあう多文化共生コミュニティをつくるためには、外
国人だけでなく日本人に対しても日本語教育の重要性の理解を広げる必要がある。また、目的達成のために、
幅広い担い手の連携が不可欠である。事業を通じて日本語を習得した外国人が、活き活きとした地域づくりの主
体的な担い手となることを目指す。

・日本語教育関係者のための連絡会議の開催　（①関係機関等の連携・協力を推進する検討体制の整備）
　情報交換と研修の場を設け、日本語教育をはじめとする関係機関の連携を強化し、相互協力の体制を整備す
る。
・子育て・生活・防災・日本文化をテーマにした体験型日本語教育（②多様な機関等との連携・協力に基づく日本
語学習機会の拡充）
　外国人住民に、生活シーンにあわせた日本語を実践的に学ぶ場を提供する。
・外国人のための日本語教育に関するシンポジウムの開催（③取組の成果の発信）
　広く市民に日本語教育の重要性を知らせ、多文化共生のまちづくりへの理解を促進する。

阿部仁美
内田幸子
神谷順子
齋藤研吾
小林進
後藤道

年間計画の方向性と詳細の検
討

・文化庁委託事業
「生活者としての外
国人のための日本
語教育事業」の内
容確認
・各取組に対する
意見交換

内田幸子
神谷順子
齋藤研吾
船着千世
小林進
後藤道

・年度前半の事業中間報告
・年度後半の事業の検討
・シンポジウムの内容の検討

・後半に実施を予
定している事業に
ついての企画や広
報についての意見
交換
・シンポジウムの企
画に関する意見交
換

受託団体名　　公益財団法人札幌国際プラザ　　

阿部仁美
内田幸子
神谷順子
齋藤研吾
船着千世
小林進
後藤道

・年度後半の事業の報告
・次年度以降の日本語教育事
業についての意見交換

・新しい担い手の発
掘
・事業の周知方法
の見直しや学習者
へのニーズへの対
応
・プラザ自体の周知
促進



５．　取組についての報告

○取組１：日本語教育関係者のための連絡会議
（１）　　体制整備に向けた取組の目標　

（２）　　取組内容

（３）　　対象者　

（４）　　参加者の総数　　　　　　65　人
　　　出身・国籍別内訳　

人 人
人 人
人 人
人 人
人 65人

（５）　　開催時間数（回数）　　　9時間　　　（全　3　回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1
平成26年10月19日
13:00～16:00

3時間
札幌国際プラ
ザ
会議室

40人
日本人
（40）

多文化共生構築の
ための日本語教育

多文化共生社会構築
のためになぜ日本語
教育が欠かせないの
かという講演。また、
日本語ボランティア団
体が抱える問題につ
いて、どのように解決
に導けばいいのか
ワークショップ形式で
意見交換。

土井　佳彦
（多文化共生
リソースセン
ター東海　代
表理事）

2
平成26年11月22日
（土）
13：00～16：00

3時間
ACU
中研修室

33人
日本人
（33）

多様化する日本語
学習者が抱える問
題と対応

日本語学習者が抱え
る様々な問題につい
て、講演と事例を通し
て学び、どのように解
決に導けるのかともに
考えながら対応力をつ
ける。

山本　弘子
（カイ日本語
スクール　代
表）

3
平成26年１2月21
日（日）
13：00～16：00

3時間
ACU
中研修室

27人
日本人
（27）

日本語教育から考
える札幌のまちづく
り

札幌の日本語教育が
抱える課題や問題を
共有し、日本語学習者
が地域に定着するた
めに担い手がどう連
携すればいいのか話
し合いながら考える。

野山　広
（国立国語研
究所　准教
授）

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

ブラジル ペルー
ベトナム フィリピン
ネパール 日本

（６）　  取組の具体的内容

①日本語学校、ボランティア団体、外国人支援団体、教育委員会、札幌市国際部への書面による通知
②関係団体へのメール通知

　①地域日本語教育パワーアップセミナー①～多文化共生構築のための日本語教育～
札幌圏の日本語教育の担い手が課題を共有し、学びながら連携できる場として、「日本語」をキーワードにしたワーク
ショップを開催した。第１回目は、多文化共生リソースセンター東海の土井佳彦氏をお招きし、導入として多文化共生社
会を構築するためになぜ「日本語教育」が重要なのかを簡単にお話頂いた。その後、札幌にある日本語ボランティア２
団体に、団体として抱えている問題点を挙げてもらい、全国で工夫している事例をもとにグループごとに解決にむけて
意見交換を行った。参加者からは、「共通の問題を皆で議論できてよかった」「問題解決のアイデアを具体的に示しても
らえて、今後の活動の参考になった」などの声が聞かれた。

　②地域日本語教育パワーアップセミナー②～多様化する日本語学習者が抱える問題と対応～

第１回目は、「支援する団体」側の問題点を取り上げたが、第２回目は「学習者」という視点で問題点について、新宿カイ
日本語スクールの山本弘子氏を招いてワークショップを行った。集住都市である新宿で実際に起きたいくつかの例を用
い、グループごとにどう対処すべきかを事例研究を行った。参加者が実際に遭遇したケースと同様の事例もあったほ
か、今後の札幌でも起こりうるような具体的な案件であったため、様々な立場から外国人を支援する参加者たちから多
様な意見が飛び交っていた。参加者アンケートからも、話し合いの中から解決法や対策を知ることができた、という声が
聞こえ、様々な担い手同士が交流している姿が見られた。

組織を超えた連携により情報共有が可能になり、学習者に対してよりきめ細かい支援ができるようになる。

日本語教育関係者のための連絡会議（講演、ワークショップ、意見交換会）

札幌市内・近郊で外国語母国語者への日本語教育委事業に携わる日本語教師、ボランティア、加配教員、
団体職員、その他

中国 インドネシア
韓国 タイ



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（１０）　　改善点について

○取組２：日本語で暮らそう　子育て・生活の日本語
（１）　　体制整備に向けた取組の目標  

（２）　　取組内容

（３）　　対象者　　札幌市在住の外国人、多文化の背景を持つ親子
（４）　　参加者の総数　　　　　83　人
　　　出身・国籍別内訳　

5人 1人

7人 2人

1人 人

1人 5人

1人 1人

（５）　　開催時間数（回数）　36.5　時間　　　（全24回）

ペルー

ベトナム フィリピン

ネパール 日本

中国 インドネシア

③地域日本語教育パワーアップセミナー③～日本語教育から考える札幌のまちづくり～

　基礎的な日本語能力とともに、生活に必要な知識、日本語の語彙を身につける。

①「日本語で子育て～母子保健セミナー～」
外国籍市民を対象に、母子保健・予防接種・札幌市が提供する子育て支援サービスについて、市の保健所
職員・子ども未来局の職員から説明するセミナーを実施する。
市が発行する日本語で配布される資料の理解を助けるために、英語・中国語の対訳資料を作成する。

②「生活の日本語会話　～レッツ・トーク日本語～」
日常生活の場面を題材にした会話を中心に日本語を学ぶ。「『生活者としての外国人』に対する日本語教育
の標準的なカリキュラム案」のほか、季節の話題や、市のニュースなど、地元の生活に密着した題材を取り
上げる。

第１回、第２回では団体や学習者が抱える個別のテーマを取り上げたが、第３回では実際に札幌が持つ日本語教育の
リソースを使って、各担い手がどのように連携していくかをグループワーク形式で意見交換を行った。「外国籍市民の居
場所づくり」「留学生、退職した学校教員のボランティアの活用」など、今後の日本語教育事業に活かせる意見が数多く
挙げられた。

第１回連絡会議（10/19） 第2回連絡会議（11/22）

3回のワークショップは、「日本語教育関係者のための連絡会議」という位置づけで、札幌市内・近郊で外国人支援に関
わる多様な機関・団体の担い手同士が、学びながら情報を共有し、連携する機会を設けることを目的としている。それ
ぞれの回で講義だけでなく、問題を共有し解決に向けた話し合いを行う機会を設けたため、参加者同士のつながりが深
まった。
アンケート結果においても、問題をどう解釈するか皆で話し合う機会が持てて、自分の活動へのヒントとなり有意義だっ
たという評価が毎回多数挙げられており、担い手同士が課題を共有し札幌全体で連携しながら解決していくためのきっ
かけとなった。

対象が「日本語教育関係者」ということで、日本語ボランティア団体、日本語学校、外国語ボランティア、自治体職員な
どに周知を行ったが、３回の参加者が固定化する傾向があった。新たな担い手に向けて情報を発信するとともに、「日
本語教育関係者」とはだれなのか、多様な視点の周知を行うことも検討したい。

韓国 タイ ノルウェー（9）、台湾（9）、アメリカ（5）、スペイン
（4）、香港（4）、マレーシア（3）、イギリス（2）、イタリ
ア（2）、エジプト（2）、カナダ（2）、ロシア（2）、アイル
ランド、アルメニア、インド、ウイグル、オランダ、
キューバ、ケニア、ジャマイカ、スゥエーデン、デン
マーク、ドイツ、フランス、ブルキナファソ、メキシ
コ、モーリシャス（1）

ブラジル



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

22

平成26年4月9日
～平成27年3月
11日までの毎月
第2・4水曜日
14：00～15：30

33
札幌国際プラ
ザ
交流サロン

40

韓国（6）、台湾
（5）、中国（4）、香
港（3）、アメリカ
（3）、イギリス（2）、
マレーシア（2）、ア
ルメニア、イタリア、
インド、インドネシ
ア、エジプト、オラ
ンダ、カナダ、ケニ
ア、タイ、デンマー
ク、ドイツ、ブラジ
ル、ベトナム、モー
リシャス、ロシア
（1）

レッツトーク日本
語

日本語で自由に会
話する

日本語ボラ
ンティア
「窓」

1
平成26年10月24
日（金）18：30～
20：00

1.5
札幌国際プラ
ザ
交流サロン

31

ノルウェー（9）、台
湾（4）、スペイン
（2）、タイ（2）、香港
（2）、アメリカ、イタ
リア、ウイグル、カ
ナダ、韓国、ジャマ
イカ、スウェーデ
ン、中国、ネパー
ル、フランス、マ
レーシア、メキシコ
（1）

レッツトーク日本
語スペシャル～
アニメで学ぶ日
本語～

アニメを使って、話
し方の特徴や、状
況を説明する力を
つける。

日本語ボラ
ンティア
「窓」

1
平成26年11月9
日（日）
１3：3０～１5：3０

2
札幌国際プラ
ザ
交流サロン

14

フィリピン(5)、スペ
イン(2)、ロシア、ア
メリカ、ブルキナ
ファソ、エジプト、ア
イルランド、キュー
バ、日本(1)

さっぽろで子育て
をたのしもう！
～赤ちゃんの保
健と子育て支援
サービスについ
て知ろう～

第１部
①母親の妊娠～３
才までの母子保健
②子育て支援・保
育サービス
第2部　①乳幼児期
に代表的な疾患や
予防接種
②質疑応答

池村　麻衣
子 （札幌市
保健所）
加藤 正典
（札幌市子
ども未来局
係長）
福山 桂子
（勤医協病
院　医師）

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

（６）　  取組の具体的内容

札幌市広報誌、英文情報誌、当財団ウェブサイト、多言語メールマガジン、チラシ配布、など。

①「日本語で子育て～母子保健セミナー～」　(11/9)
出産や子育てを控えている、もしくは現在子育て中の外国籍の保護者を対象に、母子保健や保健や子育て支援につい
てのセミナーを開催した。保健師や札幌市の子ども未来局の職員が講師となり、日本語で、妊娠出産から予防接種な
どの各種保険制度についての説明をした（英語通訳付き）。日・英両方の資料を準備し、参加者の理解を促すとともに、
母子保健に関する日本語についても学べる機会とした。終了後は参加者同士で交流する姿が見られ、同じ札幌で子育
てをする外国籍市民同士のつながりがうまれていた。

②「生活の日本語会話　～レッツ・トーク日本語～」
日本の季節の行事や話題のニュースをテーマにとりあげ、日本語で自由な会話をする場となった。日本人との自然な会
話に触れ、会話の力を身に着けるため積極的に会話を行っている風景が見られた。また10月24日に開催したスペシャ
ルでは、人気アニメを使って、キャラクターによる話し方の特徴を学習したり、映像の中の状況を相手に説明する練習
や実際に登場人物になって話すロールプレイを行った。最後に参加者に発表してもらった感想では、「日本語学習への
やる気が高まった」「楽しく日本語を学べた」という声が聞こえた。



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（１０）　　改善点について

○取組３：防災の日本語講座～やさしい日本語で伝えよう～
（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者　　札幌市在住の外国人、日本人
（４）　　参加者の総数　　　　　45　人
　　　出身・国籍別内訳　

3人 1人
3人 2人
1人 人
人 人
人 20人

（５）　　開催時間数（回数）　　　　6時間　　　（全　2　回）

レッツトーク日本語スペシャル（10/24） 母子保健セミナー（11/9）

日本

外国人は、災害時にどのように身を守ったり、情報を得るか、基本的な知識を身につける。
「やさしい日本語」を使ってコミュニケーションを取る方法を身につける。
また、地域の日本人と外国人が「やさしい日本語」を用いることで、同じ地域に暮らす住民としての日常的な
交流と相互理解が生まれる。

札幌に暮らす外国人住民が、災害などの非常時に言語・文化・習慣等に起因する障害に阻まれて困難な状
況に置かれることがないよう、防災体験施設を見学・体験したり、地域の防災訓練に参加し、災害時に必要
な日本語を実践的に学ぶ。
また、災害時の共通言語となる「やさしい日本語」の有用性を、外国人だけでなく日本人にも伝える。

中国 インドネシア
韓国 タイ アメリカ（3）、カナダ（3）、台湾（2）、イギリ

ス、トルコ、マレーシア、ブルキナファソ、
フランス、ポルトガル、ブラジル、各１名

ネパール

ブラジル ペルー
ベトナム フィリピン

母子保健セミナーについては、妊娠または子育て中の外国籍市民が参加した。参加者にとっては「保育園と幼稚園の
違い」など、母子保健や子育ての知識と一緒に、日本で子育てをするうえで必要な日本語も学ぶ機会となった。
レッツトーク日本語は、日本語での会話に慣れ親しむことを目的としている。毎回設定する時事や季節に関するテーマ
について、自分の意見を伝える力を身につけるようにできた。また時間帯を変えて行ったスペシャルでは、アニメを題材
にし、キャラクターごとの話し方の違いなどを学び、楽しんで学習する機会を設けることができた。

母子保健セミナーでは、保育所の入所に関する質問や相談が多く、関心の高さがうかがえた。今回は日本語や英語を
多少でも理解する人が多かったが、今後は多言語で開催する可能性も考えたい。
レッツトーク日本語は、申し込み制ではないため、参加者が少ない日も多かった。札幌市には働いている人や留学生な
どが多い現状を考慮し、日にちを増やすことや時間帯を変えるなど参加者のニーズに対応することも検討していく必要
がある。



回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1
平成26年9月1日
9:00～12：30

3.5時間 札幌大学 7人

アメリカ、中国、
タイ、マレーシ
ア、韓国、シンガ
ポール、カナダ
（1）

防災ツアー2014

札幌市の総合防災
訓練に参加しなが
ら、災害時にどのよ
うに情報を得るかな
ど必要な知識を身
に着けたり、地域の
人と連携しながら避
難所開設訓練に携
わる。また、災害に
ついて意見交換会
を行う。

札幌国際プ
ラザ

垣内　紀子
（札幌国際
プラザ外国
語ボラン
ティア）

2
平成26年11月19
日
10:00～12：30

2.5時間
札幌国際交
流館
体育室

38人

日本（21）、アメリ
カ（2）カナダ
（2）、韓国（2）、
台湾（2）、中国
（2）、ブルキナ
ファソ、イギリス、
トルコ、ブラジ
ル、フランス。ポ
ルトガル、タイ、
インドネシア、ケ
ニア（1）

防災バスツアー
2014
「避難シミュレー
ションゲーム」

日本人と外国人が
グループになり、津
波が到達するまで
の５分のあいだに、
がれきや積雪など
を想定したコースを
「やさしい日本語」を
使って助け合いな
がら避難する。

末澤弘太
（ＮＰＯ法人
ホワイト
ベースとく
しま）
阿部仁美
（北海道日
本語教育
ネットワー
ク）

大井裕子
（北海度日
本語教育
ネットワー
ク）

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（６）　  取組の具体的内容

札幌市広報誌、英文情報誌、当財団ウェブサイト、多言語メールマガジンなど。

①防災ツアー2014
札幌市の総合防災訓練に参加しながら、簡単な防災用語や災害時に役立つ知識や日本語を学んだ。避難所開設訓練
では、地元の高校生と一緒に簡単な日本語を使いながら食料を配布し、地域住民とのコミュニケーションを行った。また
午後に行った意見交換会では、参加者同士で「緊急地震速報」や「お薬手帳」などの災害時に使う日本語や、災害伝言
ダイヤルの使い方などを確認しあった。

②防災バスツアー2014「避難シミュレーションゲーム」
外国籍市民と札幌市民が5～６人で同じチームになり、ことばがわからない、負傷したなどのハンデを背負った人と一緒
に避難するゲームを開催。１回目はことばがわからない状態でコースをクリアしてもらい、その後災害時に日本人と外
国人の共通語となる「やさしい日本語」講座を行った。その後は、「短い文章で話す」「カタカナ語や擬音語を使わない」
など積極的に「やさしい日本語」を取り入れた。参加者は、体験後も交流を深めていた。

9/1防災ツアー 11/16　避難シミュレーションゲーム

災害に役立つ知識や防災用語に触れる機会を提供するとともに、災害が起きたらどのようなことが想定されるのかを講
師の体験談や写真により、実感を持って知る機会が提供できた（英語翻訳資料あり）。また、災害時には日本人と外国
人の共通言語となる「やさしい日本語」について、外国人だけでなく日本人が一緒に学び、その後実践で使用すること
で、実際に災害に合ったときにどのような言葉で何を伝えなければいけないのかを実感してもらうことができた。
参加者アンケートからは、「相手に伝わるように話すことが重要だと思った」「人に会うことは、日本語を勉強する上でい
い方法だった」などの意見が聞かれた。



○取組4：日本文化・スポーツ体験～行ってみよう、やってみよう～
（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者　　札幌市在住の外国人、日本人
（４）　　参加者の総数　　　　421人
　　　出身・国籍別内訳　

44人 15人

8人 5人

4人 人

7人 1人

人 221人

（５）　　開催時間数（回数）　33　時間　　　（全11回）

回
数

開講日時
時間
数

場所
参加
人数

国籍（人数） 取組のテーマ 内容
講師等
氏名

補助者
氏名

1
平成26年6月14
日（土）
13:00～16:00

3
札幌国際プラ

ザ
16

中国（3）、台湾
（2）、韓国（2）、日
本（2）国籍不明（7）

留学生のための
着物体験

着物着付けを楽し
み、お茶を飲みなが
らボランティアとや
さしい日本語で会話
を楽しむ。

池上芙佐子
（日本文化体
験ボランティ
ア）

その他日
本文化体
験ボラン
ティア8名

2
平成26年7月13
日（日）
13：00～15:30

2.5
札幌国際プラ

ザ
69

日本（49）、中国
（2）、タイ（1）、台湾
（1）、国籍不明
（16）

留学生とアフタ
ヌーントーク

「行事と食べもの」
をテーマに留学生
の母国の話を聞き
ながら交流する。

ハン　ジユン
（韓国)
グェン ティ
リョウ （ベト
ナム)
チェザル　ニ
コラエ（ルー
マニア）
ワン　ディー
（中国）
ジェシカ
ウォア （オー
ストラリア）

（１０）　　改善点について

異なる文化を持つ者同士が同じコミュニティに居住する際、コミュニケーションの不足や行き違いがトラブルの原因とな
る場合もある。また、災害時など有事の際には、地域との繋がりを持たない外国人が必要な情報を得られず困難な状
況に置かれる可能性がある。そうした状況を作らないために、着付け、書道、料理などの日本文化を講義と体験を通じ
て学んだり、スポーツを地域住民とともに楽しみながら日本語に親しむ機会を設ける。
参加者には、体験を通して日本の文化や習慣に親しみを持ち、日本語を学ぶ楽しさを知ってもらうと同時に、体験の中
で日本人との自然な会話に触れてもらう。

多文化共生社会の実現に向けて不可欠な、最も身近な単位である地域コミュニティで、日本人、外国人双方が「隣人と
しての外国人・日本人」を自然に受け入れられる環境づくりを進める。

講師には、ゆっくり簡単な日本語でお話いただくようお願いしていたが、実際に使う言葉がかなり難しかったという意見
が多かった。理解補助のために英訳資料もつけていたが、事前に必要な語句に関して確認する必要があった。次年度
以降は、防災に対する心構えやなぜ防災に対する言葉や取組が重要になるかを含めて伝えられる内容にしたい。

中国 インドネシア

韓国 タイ
台湾（14）、ミャンマー（9）、アメリカ（6）、マレーシア
（6）、オーストラリア（4）、、ロシア（4）、インド（3）、
スイス（3）、トルコ（3）、フランス（3）、イギリス（2）、
カナダ（2）、スペイン（2）、ニカラグア（2）、バングラ
デシュ（2）、香港（2）、アイルランド、アルゼンチン、
エジプト、カザフスタン、ザンビア、シンガポール、
スゥエーデン、スリランカ、ネパール、パラグアイ、
ブルキナファソ、ボリビア、ポルトガル、モザンビー
ク（1）、国籍不明（35）

ブラジル ペルー

ベトナム フィリピン

ネパール 日本

（６）　  取組の具体的内容



3
平成26年7月19
日（土）
13：00～15：00

2
狸小路商店

街
16

中国（5）、スイス
（3）、マレーシア
（3）、インドネシア
（2）、ロシア、フィリ
ピン、ベトナム（1）

ゆかたを着て歩
こう！

ゆかたの着付けを
して、商店街を散策
したり、盆踊りなど

の日本文化をとおし
て地域住民と交流

する。

外国語ボラ
ンティア14
名

4
平成26年8月21
日（木）
13：30～15：00

1.5 白陽小学校 21
日本（17）、韓国、
中国、タイ、国籍不
明（1）

留学生とふれあ
いトーク

留学生による母国
の紹介を聞きなが
ら、交流する。

キム・ドミョ
ン（韓国）
張　強（中
国）
プーワナッ
ト・スパー
プクル（タ
イ)

5
平成26年10月12
日（日）
10：00～16：00

6
リフレサッポ

ロ
42

日本（39）、中国
（2）、ロシア（1）

リフレ国際スポー
ツフェスティバル

世界5か国のスポー
ツを体験しながら、
参加者同士で交流
する。

菅原通有
（札幌ス

ポーツチャ
ンバラ協
会）、工藤
清司（北海
道スポーツ
吹き矢協
会）、他

6
平成26年11月3
日（月・祝）
13：30～16：00

2.5
リフレサッポ

ロ
31

台湾（8）、中国
（5）、マレーシア
（3）、韓国（2）、ス
ペイン（2）、ブラジ
ル（2）、アイルラン
ド、アメリカ、アル
ゼンチン、ザンビ
ア、スリランカ、ニ
カラグア、日本、フ
ランス、ボリビア
（1）

JAPANカル
チャーDAY

着物、茶道、折り紙
体験をとおして、日
本文化やそれにま
つわる日本語を学

ぶ。

池上芙佐
子（日本文
化体験ボラ
ンティア）

その他、外
国語ボラン
ティア3名、
日本文化

体験ボラン
ティア16名

7
平成26年11月16
日（日）
13：30～15：30

2
リフレサッポ

ロ
38

日本（21）、アメリカ
（2）カナダ（2）、韓
国（2）、台湾（2）、
中国（2）、ブルキナ
ファソ、イギリス、ト
ルコ、ブラジル、フ
ランス。ポルトガ
ル、タイ、インドネ
シア、ケニア（1）

防災バスツアー
2014
「避難所でも出来
るセルフマッサー
ジ」

いざというときは避
難所でも出来る足
のリンパマッサージ
を習いながら、参加
者同士で教えあう。

高橋晴美
（日本リラク
ゼーション
フットケア

協会）

8
平成26年12月13
日（土）
13：00～15：30

2.5
札幌国際プラ

ザ
64

日本（50）、韓国
（1）、中国（1）、国
籍不明（12）

留学生とアフタ
ヌーントーク

「生活と乗り物」を
テーマに留学生の
母国の話を聞きな
がら交流する。

シェーマス・
リース（イギ

リス）、
パク・ヨン
シュン（韓

国）、
ガビル・アリ
エフ（アゼル

バイジャ
ン）、 ウ・セイ
ヘイ（中国）、
サバル・ハル
ム（インドネ
シア）、アレ
クサンダー・
パネキン（ロ

シア）



9
平成26年12月20
日（土）
10：00～16：00

6 北海道大学 43

中国（13）、日本
（8）、オーストラリ
ア（4）、ベトナム
（4）、ミャンマー
（4）、アメリカ（2）、
ロシア（2）、イギリ
ス、インド、エジプ
ト、カザフスタン、
台湾、フランス（1）

札幌圏大学国際
フェスタ

日本文化の紹介と
着付けの体験や留
学生との交流のた
めのブース設置。

池上芙佐
子（日本文
化体験ボラ
ンティア）

その他、日
本文化体
験ボラン
ティア9名

10
平成27年1月10
日（土）
11：00～14：00

3
リフレサッポ
ロ

56

日本（32）、中国
（12）、台湾（2）、ア
メリカ、アルゼンチ
ン、韓国、パラグア
イ、ブラジル、香
港、マレーシア、
ミャンマー、モザン
ビーク、国籍不明
（1）

お正月をたのし
もう！

福笑い、けん玉、か
るたなどお正月遊
びを体験し、楽しみ
ながら日本語に親
しむ。

池上芙佐
子（日本文
化体験ボラ
ンティア）、
長谷川純
子、金田裕
子
（寒中見舞
い講師

その他、外
国語ボラン
ティア3名、
日本文化

体験ボラン
ティア9名

11
平成27年2月28
日（土）
13：30～15：30

2
札幌国際プラ
ザ

60

日本（17）、インドネ
シア（12）、ミャン
マー（5）、中国
（4）、タイ（4）、台湾
（3）、インド（2）、ト
ルコ（2）、バングラ
デシュ（2）、ベトナ
ム（2）、韓国、シン
ガポール、スウェー
デン、ニカラグア、
ネパール、香港、
国籍不明（1）

ひな祭り

琴の演奏、南京玉
すだれ、折り紙、日
本茶飲み比べ、着
付けなどをとおし、
ひな祭り文化につ
いて知り、交流を楽
しむ。

外国語ボラ
ンティア観
光文化ユ
ニット

日本文化
体験ボラン
ティア11名

（７）　　参加者の募集方法

（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

7/19　ゆかたを着て歩こう！ 2/28　ひな祭り

札幌市広報誌、英文情報誌、当財団ウェブサイト、多言語メールマガジン等で広く参加を呼びか

①ゆかたを着て歩こう！（7/19）
日本の夏を体験するイベントを実施した。参加者は、浴衣を着つけてもらい、ボランティアと一緒に狸小路商
店街などを散歩した。皆で盆踊りを踊ったり、楽しい時間を過ごし、外国人が地域の人と会話の中での自然
な日本語に触れる機会を設けた。また、商店街の人との交流を通し、日本の商店街ならではの雰囲気を感
じ、古くからある店などに立ち寄りながら積極的に会話を楽しんでいた。

②避難所でも出来るセルフマッサージ（11/16）
防災シミュレーションゲームと組み合わせて開催した。午前中や昼食で交流を深めたグループの参加者同
士で教えあう姿が見られた。また、かんたんな日本語とジェスチャーを交え、マッサージの効能などをお互い
に確認し合っていた。

③ひな祭り（2/28）
南京玉すだれや日本茶の飲み比べ、着付けなどをとおし、外国人が日本文化と日本語に親しむことを目的
として開催した。会場にはひな人形の他、野点傘やお琴なども用意され、ひなまつりの雰囲気を盛り上げ、
講師や参加者は積極的に話しながら、日本文化についての理解を深めていた。



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

○取組５：シンポジウム～日本語で創ろう多文化共生コミュニティ～

（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者　　札幌市在住の外国人、日本人
（４）　　参加者の総数　　　　79　　　　人
　　　出身・国籍別内訳　

人 人
人 人
人 人
人 人
人 78人

（５）　　開催時間数（回数）　　3.5時間　　　（全1回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1
平成27年2月11
日（水・祝）
13:00～16：30

3.5時間 国際ホール 79名
日本人（78）、ト
ルコ/日本（1）

シンポジウム「お
となりさんは外国
人！？」～日本
語でつくろう多文
化共生コミュニ
ティ～

第１部では体験や
経験談をとおし、こ
とばがわからないと
生活のどのような場
面で苦労するのか
を感じる。第２部の
パネルディスカッ
ションでは市内の各
分野で多文化共生
や日本語教育に携
わっている人の話を
聞きながら、グルー
プごとに意見交換を
する。

土井佳彦（多
文化共生リ
ソースセン
ター東海）
阿部仁美（北
海道日本語
教育ネット
ワーク）
瀬戸メラル
（在住外国籍
市民）
谷光（札幌子
ども日本語ク
ラブ　代表）
小泉詔信（北
24条商店街
振興組合
代表）

（７）　　参加者の募集方法

日本文化やスポーツなど、気軽に体験し参加できるイベントを通じて、外国人が日本語や日本文化にまつわる言葉に
親しみながら学んでいくことを目的とした。参加者からは、「日本文化を学ぶことができてうれしかった」、「日本語をもっ
と勉強しようと思った」といった感想の他、「参加者や地域の人とたくさん話せて楽しかった」といった声が寄せられた。ど
のイベントに関しても、日本語を実際に使う場を提供することで、より交流が深められた。

日本文化やスポーツのイベントは、外国人にも日本人にもとても人気があるが、着物などの数が決まっていることもあ
り、多くの人に体験してもらうことが難しいところもある。また、スポーツなどの規模の大きいイベントを開催する際には、
場所にも限りがあり、特に日本語が堪能ではない外国人にとってはアクセスが難しい場合もある。そのため、毎回違う
参加者が多くみられ、継続した交流の機会にならず、1度で終わってしまうという課題もあるため、今後は誰もが参加で
きる催しを積極的に考えるほか、1年をとおして参加してもらえるような方法を検討する必要がある。

（６）　  取組の具体的内容

韓国 タイ トルコ/日本　１人

ブラジル ペルー
フィリピン

ネパール 日本
ベトナム

（１０）　　改善点について

中国 インドネシア

取組の成果発表を通じて日本語教育の重要性を広く市民に伝え、多文化共生への理解を促す。

札幌における外国人・多文化の背景を持つ市民への日本語教育の現状や課題について、講演や担い手に
よるパネルディスカッションを通じて広く周知する。地域の多文化共生をすすめるための根幹となる日本語教
育について、現状や課題、重要性を広く伝え、理解を促す。
　・当該事業取組の成果発表
　・多様な担い手による連携事例紹介
　・パネルディスカッション
　・外国籍市民からの意見発表

市内の小中学校、日本語学校、ボランティア団体、関連機関・団体への書面による通知のほか、札幌市広
報誌、メールマガジン、当財団ウェブサイトで広く参加を呼びかける。



（８）　　特徴的な活動風景（２～３回分）

（９）　　取組の目標の達成状況・成果

６．　事業に対する評価について

（１）　　事業の目的

（２）　　事業目的の達成状況

参加者からは「国際プラザがこのような取組をしていることを初めて知った」という声がいくつか聞こえた。日本語教育の
取組だけでなく、外国人にも日本人にも、まず国際プラザ自体の存在を周知していく必要がある。また、日本語ボラン
ティアと日本語を学習したい人のマッチングが出来ていない状況も明らかになった。担い手同士がさらなる連携を深め
るよう、大学や地域を巻き込んで取り組んでいく必要がある。

 札幌市の外国人住民は市内に点在して居住しており、日本語が理解できない場合は地域で孤立することもある。子育
てや災害時など、住民同士が言葉の壁を越えて助けあう多文化共生コミュニティをつくるためには、外国人だけでなく日
本人に対しても日本語教育の重要性の理解を広げる必要がある。また、目的達成のために、幅広い担い手の連携が
不可欠である。事業を通じて日本語を習得した外国人が、活き活きとした地域づくりの主体的な担い手となることを目指
す。

運営委員会での振り返りでは、担い手同士で連携し課題を共有する機会を設けていること、外国人が日本語や地域の
活動に参加する場を多く創出したこと、また一般の参加者の理解を深められたことについて評価された。また、日本語
ボランティアだけでなく、行政のセミナーなどへの積極的な参加や商店街の活動をとりあげたことで、生活する場におけ
る多様な取組について知るとともに、まち全体で日本語教育事業に対して取り組む課題であるという意識を高めること
ができた。
今年度の取組全体を通して、日本人400人以上、外国人500人以上が事業に参加し、日本語学習だけでなく地域の住
民と交流し、生活するコミュニティへの参画を促進できた。
次年度以降は、担い手と学習者のニーズへの対応や、日本語ボランティア同士の活発な連携、行政を巻き込んだ日本
語教育への取り組みが期待される。

第1部では、グループワークでの体験や外国籍市民の経験談を聞くことを通して、参加者自身に日本語教育
事業の重要性を理解してもらった。第2部では、札幌で実際に多文化共生のための活動や日本語教育事業
を行っているパネリストの活動を紹介してもらい、参加者に札幌の多文化共生の現状や課題を共有しても
らった。約80名の参加者には、日本語教育関係者、行政関係者のほか、仕事で外国人の対応をしている人
も多く、様々な立場での意見交換が行われた。

（１０）　　改善点について

在住外国籍市民の体験談として、札幌の郊外に住む方にお話をいただいた。そのことで、外国人散在地域である札幌
においての課題が明らかになった。また、行政からの参加者も多かったほか、一般参加者も家族連れなどもみられ、幅
広い人に日本語教育事業の現状や課題について知ってもらうことができた。また、シンポジウムのあとも、国際プラザや
日本語教育に関する問い合わせや、周知のご協力のお申し出をいただいた。アンケートでも、「問題点と解決策をつな
げて考えられた」「外国人が引越して来たら積極的に声をかけようと思った」など、札幌のまち全体で日本語教育につい
て考えることができた。



（３）　地域における事業の効果，成果　　

（４）　改善点，今後の課題について

ⅰ　現状　

ⅱ　今後の課題

ⅲ　今後の活動予定

（５）　その他参考資料

セミナーやワークショップを通じて、情報交換や課題共有の場を設けることで、担い手同士の横の繋がりを深めることは
徐々に進んでいるが、団体同士の「連携」についてはまだまだ消極的である。また行政の積極的な支援を期待する声も
多く、札幌市全体としてさらに協力していく必要性があるとともに、外国人のニーズに対応できる環境を作っていくことが
重要である。

札幌市では今後留学生が増える見込みであるため、留学生だけでなくその配偶者や子どもに関係する課題が増加する
ことが予想され、行政だけでなく大学や関係機関とのさらなる連携が必要になる。また、留学生以外の外国人が比較的
散在して居住している札幌市で、言葉がわからないことを背景に孤立化している外国人の現状について把握する必要
がある。そのためには、積極的に当財団を訪れてもらう機会を増やしたり、地域における多様な取り組み自体を知って
もらうための方法を改めて検討し、担い手同士が協力して解決に向けた連携体制をとることが求められる。

担い手同士が学びながら情報共有し、札幌全体の日本語教育の力を高めるため、セミナーなどの開催は継続的に行っ
ていきたい。また、各日本語ボランティアの現状を把握し相互に協力していくために連絡を密にするほか、新しい担い手
を確保するための取組も検討していく。

札幌市では、外国人が散在している他、留学生が多くを占める。留学生は独自のコミュニティを形成する傾向にある
が、それ以外の外国人に関しては日本語が理解できないことを理由に孤立化する人について、現状を把握しにくいこと
が課題となっている。
取組２～４では、多くの外国人が気軽に地域のイベントに参加し、普段から顔の見える関係を構築するきっかけづくりに
することができた。また、同じまちに住み、日本語という同じ課題を抱える外国人住民同士の交流を促進し、新しいつな
がりをみつけることにつながった。取組１や５では、担い手同士が情報交換をしながら、多様な課題に対する解決をとも
に考えることができ、札幌全体の日本語教育への取組の向上を図ることができた。
広義としての「担い手」には、地域の一般の住民も含まれることを改めて理解してもらう機会を提供できた。孤立化して
しまう外国人に対し、同じ地域に住む住民同士が普段から助け合い、行政や大学などの各機関・団体が一体となって
取り組むことの重要性を伝えることができた。

　　別添　参加者アンケート
















































































































